
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8 月 26 日開催の「若者会議 in 国会」 
に参加した３名の大学生がインターン 
活動をしました。国会見学会への参加、 
地元での街頭活動や国政レポートの 
ポスティング、国政報告会の受付等、 
議員事務所での業務を経験しました。 

 

 
～読売新聞科学記者による講演とディスカッション～ 

〈講演者略歴〉 
生命科学や環境問題など科学分野の取材歴は
20 年余り。2015 年から 3 年間務めたワシントン
特派員時代、「トランプ大統領誕生」を経験。
アメリカの科学不信を現場取材した『ルポ 人は
科学が苦手』(光文社新書)で「科学ジャーナリ
スト賞」を受賞。 

「科学を伝える難しさと 

政治的意思決定への影響」 

アメリカの科学不信と政治について取材 
経験のある三井誠氏（読売新聞東京本社調査 
研究本部主任研究員）をお迎えし、日本の 
現状にも照らし合わせて講演をいただき 
ます。若者たちとのディスカッションも 
予定しています。 

「地元での街頭活動や電話対応では、
地域の方々と直接つながる大切さを実感 
しました。また、地元イベントや国政
報告会に参加する中で、議員と住民と
の信頼関係が活動の基盤であることを
学びました。今回の経験を通じ、国会
議員の仕事の過酷さも目の当たりにし
つつ、政治をより身近に感じ、自分も
社会にどう関われるかを考えるきっかけ 
となりました。」 

 

いざポスティングへ！ 地元イベントにて 

〈早稲田大学／金子さん〉 


